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1. 提案の背景 
知識基盤社会を生きていく力、そしてICTやソ

ーシャル・メディアの効果的な利用も視野に入れ

た新たな時代の教育に求められる力の育成を推

進しようとする試みが実践され始めている。 

日本でも教育の情報化ビジョンが 2011 年 4 月

に新たに示され、子どもたちにタブレット PC 等

（１人１台、グループでの活用ほか）を持たせて

授業を行うフューチャー・スクール・プロジェク

ト、学びのイノベーションなどの取組が行われて

きている。 

日本で進められてきたフューチャー・スクー

ル・プロジェクトの1つのモデルでもあるシンガ

ポールの試みは、現在マスタープラン 3（2009年

から 2015 年までに Strengthening & Scaling を

スローガンに遂行）の評価段階に入っており、

1)Self-directed Learning(自律的・自己管理的

な学習 ) と 2) 協働学習（ Collaborative 

Learning）の2つの学習活動のイメージを柱に実

践が試みられている。 

図１は、シンガポールのフューチャー・スクー

ルの１つである Ngee Ann Secondary School（義

安中学校）の教室風景である。 

この学校では、もちろんICT等の活用は頻繁に、

また効果的な個々人の学習ツールとして活用さ

れている。しかしそれは、先に述べた

Self-directed Learning と Collaborative 

Learningと密接に関わる中で活用されている。そ

のため図1に示しているように、学習環境自体が

その2つの学習活動を促すように工夫されている。

まさにその2つの学びの形を学習テーマや内容に

即して働きかけてくる学習環境の設計・仕掛けと

して工夫されているといえる。 

これは、確かにこれまでのマスタープランや各

学校での実践の蓄積の成果であると思われる。し

かしICTの活用がその学習活動にとって必然で有

効であるように無理なく構成されている例とい

える。 

日本でも先に述べたように教育の情報化ビジ

ョンが出され、フューチャー・スクール・プロジ

ェクトも行われてきている。プロジェクト校は、

それを通じて、どのような学習活動にICTが有効

となり、必然となるのか、今での学習活動と連

続・非連続となること、そしてこれから求められ

てくる学習の姿とは何か、どのような学習活動が

実際に求められてきているのか、ということなど、

伝えようと努めている。しかしながら、伝えよう

としている学習活動のイメージ、求められる学習

活動のイメージが、伝えられる側にまだ十分にイ

メージ化されていない状況がある。別の言い方を

すれば、それは特殊な環境や設備が整わないとで

きないこと、今までの取組とはかけ離れていて現

実性がないこと、指導者の関心で行われおり実行

普及性がないこと、などと受けとめられているこ

とがある。 

そこで、本資料では、今、またこれから求めら

れる学習活動の姿として言われていることを紹

介することを通じて、その学習イメージを共有す

ることを目指している。またそれを通じて、ICT

からという発想よりも、学習活動のイメージ、子図１ 学習を促す学習環境の工夫 
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どもに求める力のイメージから、何が必要かを組

織的に考えていくきっかけを提供することを目

指している。 

 

2. 事例報告 
次に示す事例は、21世紀スキルと言われている

こととも関わって、Microsoft Partners in 

Learning： Global Forumにおいて、これから求

められる学習活動の姿として示されたものであ

る。それは、6つの姿（①協働、②知識構成、③

現実世界での問題解決、④学習のための ICTの活

用、⑤自律、⑥コミュニケーション）で構成され

ている。 

そして、6つの姿ごとに、より学習活動の様子

がイメージ化できるように、次のようなルーブリ

ックが用意されている。例えば「協働」の最初の

部分は次のような例示がなされている。 

 
このルーブリックは、生徒が他の人と学習活動に一緒に

取り組んでいるかどうか、その協働の質はどうかを見よう

としています 
より高度なレベルでは、その仕事の責任を共有している

か、またその学習活動は、生徒が本質的な意思決定に一緒

に参加することを求めるデザインがなされているかを見

ようとしています。以下の例は、生徒が交渉、コンフリク

トの解決、行わなくてはいけないことへの同意、課題の分

業、他の人のアイディアを聴くこと、アイディアを一貫性

を持って統合すること、といった重要な協働のスキルを学

ぶことを支援するものです。さらに、もっとも強力な学習

活動に向けて、すべての生徒が、そのチームが成功するこ

とに向けて貢献することを求めること、つまりその生徒の

活動が互恵的であるような学習デザインがされているこ

とを求めています（以下省略）。 
  
そして、例えば協働と関わる学習の姿の問いに

関わって適しているものと、適していないものを

次のように「はい」「いいえ」でかき分ける工夫

がされている。 
これは一緒に仕事をしているといえるか 

はい いいえ 
生徒のペアがお互いにフィー

ドバックを与えている。 
生徒は自分の仕事を単独

でしている。 
小グループで 1 つの問題を全

員で論議している 
クラス全体で1つの問題を

論議している。（全員では

ない） 
ある生徒が、インターネット

を通じて他の町の生徒にイン

タビューするために、

Microsoft Lync or Skype を

用いている。 

 

生徒たちはその話の構想を共

有するために、OneNoteを用

い、互いにフィードバックを

与えている。 

各生徒が自分で話を作り、

フィードバックを求めて

教師にそれを送っている。 

 

その上で、以下のように、その数が大きいほど、

その姿として示されている学習活動のレベルが

高く複合的になることを表すルーブリックが示

されている。 

 

①協働（collaboration） 

１ 生徒は、ペアあるいはグループで、一緒に活

動することを求められていない 

２ 生徒は一緒に活動をしている。しかし責任の

共有は図られていない。 

３ 生徒は責任を共有している。しかしその活動

の本質的な意思決定までは求められていな

い。 

４ 生徒は責任を共有している。そして、その活

動の内容・過程・結果に関わって本質的な意

思決定をしている。しかしその活動は互恵的

でない。 

５ 生徒は責任を共有している。そして、その活

動の内容・過程・結果に関わって本質的な意

思決定をしている。さらにその活動は互恵的

である。 

 

②知識構成（knowledge construction） 

１ その学習活動は、生徒に知識構成を求めてい

ない。生徒は情報の再生産、いままでの慣れ

た手続きだけでその活動を完成できる。 

２ その学習活動は、情報やアイディアを解釈・

分析・統合・評価することを通じて生徒に知

識構成を求めている。しかしその活動の主要

な要件は知識構成ではない。 

３ その学習活動の主要な要件は知識構成であ

る。しかしその学習活動は、その知識を新し

い文脈に応用することを求めていない。 

４ その学習活動の主要な要件は知識構成であ

る。そしてその学習活動は、その知識を新し

い文脈に応用することを求めている。しかし

その学習活動は、1 教科での学びのゴール以

上のものを示していない。 

５ その学習活動の主要な要件は知識構築であ

る。そしてその学習活動は、その知識を新し

い文脈に応用することを求めている。さらに

その知識構築は学際的である。その活動は、

1 教科での学びのゴール以上のものと関わっ

ている。 
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③現実世界での問題解決 

（real-world problem-solving and innovation） 

 

④学習のための ICTの活用 

（the use of ICT for learning） 

１ 生徒はこの学習活動のためにICTを用いる機

会を持っていない。 

２ 生徒は基礎スキルを学び実践するために、あ

るいは情報を再生産するためにICTを用いて

いる。しかしそれらは知識を構成と関わって

いない。 

３ 生徒は知識構成をするためにICTを用いてい

る。しかし、あえてICTを用いなくても同じ

知識を構築できる課題に取り組んでいる。 

４ 生徒は知識構成をするためにICTを用いてい

る。そしてICTはこの知識を構成するために

必要とされている。しかし生徒は、実在し、

その成果を利用する人のために何らかの成

果物を作ることをしていない。 

５ 生徒は知識構成をするためにICTを用いてい

る。そして、ICT はこの知識を構成するため

に必要とされている。さらに生徒は、実在し、

その成果を利用する人のために何らかの成

果物を作ることに取り組んでいる。 

 

⑤自律（self-regulation） 

１ 学習で自己制御を行う前提がその場では組

み込まれていない。学習活動は短時間で終わ

っている。生徒は、その活動を完成させ前進

していくための学習ゴールや関連する成功

のための規準を持っていない。 

２ 学習活動はある期間行われている。生徒は、

その活動を完成させ前進していくための学

習ゴールや関連する成功の規準を持ってい

る。しかし生徒は自分の活動を計画する機会

を持っていない。 

３ 学習活動は長期間行われている。生徒は、そ

の活動を完成させ前進していくための学習

ゴールや関連する成功の規準を持っている。

そして生徒は自分の活動を計画する機会を

持っている。しかし、生徒は教師や他者から

のフィードバック情報に基いて、その活動を

修正する機会を持っていない。 

４ 学習活動は長期間行われている。生徒は、そ

の活動を完成させ前進していくための学習

ゴールや関連する成功の規準を持っている。

そして生徒は自分の活動を計画する機会を

持っている。さらに、生徒は教師や他者から

のフィードバック情報に基いて、その活動を

修正する機会を持っている。 

 

⑥コミュニケーション（skilled communication） 

 

3. 得られる示唆と意義 

この 6つの姿のそれぞれの最高レベルに到るのは

やはり時間が必要となる。そのため、これらの表の

姿の記載を参照しながら、現在学校で取り組んでい

る ICTを活用した学習活動の取組などについて、次

１ その学習活動の主要な要件は問題解決では

ない。生徒は、その活動のほとんどの部分を、

以前に学んだ答えや手続きを用いている。 

２ その学習活動の主要な要件は問題解決であ

る。しかし、その問題は現実世界の問題では

ない。 

３ その学習活動の主要な要件は問題解決であ

る。そして、その問題も現実世界の問題であ

る。しかし生徒は革新的な取組はしていな

い。現実世界にそのアイディアを応用した

り、その解決と関わって学校外の専門的知見

を持っている他の人と、そのアイディアを話

し合うことは求められていない。 

４ その学習活動の主要な要件は問題解決であ

る。そして、その問題も現実世界の問題であ

る。さらに生徒は革新的な取組をしている。

現実世界にそのアイディアを応用したり、そ

の解決と関わって学校外の専門的知見を持

っている他の人と、そのアイディアを話し合

うことが求められている。 

１ 生徒は拡張的で多様な様式のコミュニケー

ションを求められていない。 

２ 生徒は拡張的で多様な様式のコミュニケー

ションを求められている。しかし話し合う上

で根拠となるものを提供することやある特

別な人のためにその活動をデザインするこ

とは求められていない。 

３ 生徒は拡張的で多様な様式のコミュニケー

ションを求められている。そして根拠となる

ものを提供することが求められている。つま

りアイディアを説明し、事実や事例を持って

その理論支持しなければならないことを求

められている。あるいは、ある特別な人のた

めにその活動をデザインすることが求めら

れている。しかし両方が必須ではない。 

４ 生徒は拡張的で多様な様式のコミュニケー

ションを求められている。そして根拠となる

ものを提供することが求められている。また

ある特別な人のためにその活動をデザイン

することが求められている。 
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のように振り返ることが重要となる。つまり

どの姿の学習であるのか（6 つのどれか？そ

れ以外か？）。またそのうちのどのレベルにあ

る状況か、などを見ていくことが、学習活動

のイメージと指導の見通しを得ていく上で意

義があるのではないかと考えられる。 

しかしながら、上記のルーブリックを見て

も、具体的な学習場面がなかなか浮かばない

ことも当然考えられる（翻訳であり、その訳

も省略されていてわかりにくいことも当然あ

ると思われるが）。 

その場合、いったいどのようなイメージが

指導していく上で、また子どもの学習活動を

デザインしていく上で、学校全体で十分で共

有されていないかを考えていくことが必要で

ある。 

例えば図２は、このような ICTなどの活用も含み

こんだ、これから求められてくる学習をデザインし

ていく際に、教師に求められてくる多様な能力の側

面を示している。 

まず以前から言われていることであるが、授業力

と関わっては、「④教育学的内容知識」を鍛えること

の重要性が指摘されている。先のルーブリックを見

て学習活動のイメージが浮かばないのは、③が不足

しているのか？あるいは⑤⑥⑦なのか、など課題を

明確にして研修などに、学校組織で取組むことが求

められる。 

さらに言えばこのような取組を、関心を持ってい

る 1個人だけの取組に終わらせず、組織的に取り組

んでいく場合には、例えば、図 3に示したような先

進的に学校組織で取り組んできた学校などで見られ

る発展イメージを参照しながら、現在、自分たちの

学校の取組はどのようなステップにあるのか、その

出発点を見つめ、次の 2年後にはここに進むという

組織のゴール、研修のゴールを明確にして取り組む

ことが重要となる。立つ位置を明確にし、見通しを

持ち、年度ごとにその達成度を評価していくことの

方が、達成感も構成員で共有でき、不安や徒労感を

感じにくくなるからである。 

このような指標や道具が役立つことを期待したい。 
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②内容（教科内容）に
関する知識
Content Knowledge

①教育学（とりわけ子ど
も理解・教育方法に関
する知識）に関する知識
Pedagogical Knowledge

③技術に関する知識
Technological Knowledge

④教育学的内容知識（とりわけ教科教育法と関わる知識）
Pedagogical Content Knowledge

⑤技術的教育学知
識（教育方法・評価
における技術の活
用に関する知識）
Technological 
Pedagogical 
Knowledge

⑥技術的内容知識（教
科内容としての技術に
関する知識）
Technological Content 
Knowledge

⑦技術的教育学内容知識（教育内容・方法・評価に関する技術の活用についての知識）
Technological Pedagogical Content Knowledge
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ICT活用の可能性・
留意点などが職員に
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ICT活用に関す
る職員研修が行
われ始めている

ICT活用に関す
る環境整備が行
われ始めている

ICT活用の意味・意
義・必要性が職員
に理解されている

計画的にICT活
用に関する職員
研修が行われて
いる

組織で計画的に
ICT活用に関す
る環境整備が行
われている

計画的にICTを
活用した授業改
善の取組が行わ
れている

ICT活用の有効場
面等の情報，取組
に関わる情報の共
有が行われている

ICT活用に関す
る研修内容の記
録が残され，共
有されている

ICTを含む学習
環境整備表・運
用マニュアルが
作成されている

ICTを活用した
授業改善の取
組の記録が整理
されている

ICTを活用した授業
改善，学力向上に
向けた取組計画が
作成されている

取組の評価を通じ
てICT活用に関す
る研修内容の洗練
化が行われている

ICTを含む学習
環境運用マニュ
アルの洗練化作
業がされている

学力向上の様々
な取組とICT活用
の取組の洗練化
が行われている

学力向上と関わる
ICT活用授業改善
が試行される

STEP 1

STEP 2

STEP 3

STEP 4

図３ 組織的に ICT活用を進めている学校で見られる発展 
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